
岡谷で川ごみサミットin諏訪湖、・

；、ごてi・■■・・二千十子幸二．腰rき＿て＿三二万」．一一峯二千㌧二二三‾二子二さ．．三芸子二
組幽二二逼麗し云皐、由一十●　甘』

約100人が参加し、河川のごみ問題について意

見を交わしたサミット＝岡谷市の諏訪湖ハイツ

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
流
出
防
止
へ
＼

や
河
川
で
微
細
化
前
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
回
収
す
る
こ
と
は
有
益
」

と
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

た。
こ
の
ほ
か
、
諏
訪
湖
創
生
ビ
ジ

ョ
ン
推
進
会
議
に
よ
る
「
諏
訪
湖

翳
る
ま
る
ゴ
ミ
調
査
」
の
報
告

や
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ

下
諏
訪
町
下
諏
訪
南
小
学
校
6
年

全
国
か
ら
Ⅷ
人
現
状
分
析
と
方
策
検
討

河
川
の
ご
み
削
減
な
ど
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
「
第
9
回

川
ご
み
サ
ミ
ッ
ト
i
晶
訪
湖
」
は
1
8
日
、
岡
谷
市
長
地
権
現
町

の
諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
で
開
い
た
。
河
川
や
海
洋
の
環
境
保
全
に
取
り

組
む
全
国
の
市
民
、
民
間
団
体
、
行
政
、
研
究
者
ら
約
1
0
0
人

が
参
加
。
被
覆
肥
料
や
人
工
芝
の
破
片
な
ど
直
径
5
㍉
以
下
の
微

細
な
ご
み
「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
出
し
合
っ
た
。
　
　
（
有
賀
政
宗
）

川
の
環
境
問
題
に
取
り
組
む
団

体
で
構
成
す
る
「
全
国
川
ご
み
ネ

ッ
ト
ス
ー
ク
」
と
「
海
と
日
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
i
n
長
野
」
、
下
諏
訪

町
諏
訪
湖
浄
化
推
進
連
絡
協
議
会

が
主
催
。
川
や
海
に
流
出
し
た
ご

み
が
生
態
系
に
悪
影
響
を
与
え
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
問
題
の
根

本
解
決
の
た
め
現
状
分
析
と
保
全

の
異
体
的
な
方
策
を
検
討
す
る
。

県
内
で
の
開
催
は
第
4
回
の
下
諏

訪
町
以
来
5
年
ぶ
り
。

全
体
討
議
で
は
環
境
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
栗
岡
理
子
さ
ん
が
、
微

細
化
し
た
人
工
芝
に
つ
い
て
紹

介
。
人
間
が
吸
い
込
む
サ
イ
ズ
に

な
る
可
能
性
や
、
降
雨
時
の
人
工

芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
微
細
な
プ
ラ

粒
子
が
大
量
に
流
出
し
た
と
の
研

究
結
果
を
示
し
、
「
人
工
芝
や
ゴ

ム
チ
ッ
プ
舗
装
は
本
当
に
必
要

か
」
と
指
摘
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
研
究
に
取
り
組

む
四
日
市
大
学
環
境
情
報
学
部
の

千
葉
貿
教
授
は
「
行
政
や
業
界
が

動
け
ば
発
生
抑
制
は
可
能
」
「
陸
域

≡
≦
≡
≡
≡
≡
ニ
≡
二
重
一
≡
≡

た。 晶
、
晋
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

な
ど
の
取
り
覿
み
発
表
も
あ
っ


